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ゆだねる 

                                   校長 井田 善之 

「もしもし聞こえる？」「聞こえる！」 

先日行われた３年生の理科の授業。子どもたちは、紙コップ

で作った糸電話を使って「音の伝わり方」の学習をしていまし

た。糸を長くしてみたらどうだろう、糸をつなげてコップの数

を増やしてみたらどうだろう、たこ糸ではなく毛糸ではどうだ

ろうなど、子どもたちはそれぞれに課題をもって臨んでいまし

た。教師から活動をゆだねられ、はりきって学習に臨む子ども

たち。その姿はなんとも楽しそうでした。活動が進むと「もっ

と糸を長くしてみようよ。」「人数を増やしてみようよ。」と、ア

イデアが出てきます。途中、糸がゆるんでしまったり、糸を張りすぎて紙コップから外れてしま

ったりといったトラブルに見舞われたりもしますが、それらを子どもたち同士の力で解決しなが

ら、やってみたいことに夢中になって取り組む姿が見られました。 

「子どもは、子ども同士の関係性の中で学び合い、育ち合う」と聞いたことがあります。子ど

も同士のやりとりを見ていると、一人ひとりが様々な心の動きを経ながら活動に臨んでいること

が感じられます。自分の声に友達が反応してくれて喜んだり、相手が思い通りに動いてくれなく

てむすっとしたり、悩んだり…。それは、それぞれに見方や感じ方の違いがあることや得手不得

手があることを知る経験を積み重ねているといえるでしょう。人権課題である「だれもが安心し

て豊かに過ごすためにはどうしたらよいのか」という大切な問いに実

感をもって考えを巡らすためには、そのような経験が重要なことは言

うまでもありません。こちらが思うよりもずっとたくさんのことを感

じ、考えている子どもたち。大人にはなかなかつくれない、子どもな

らではの距離感の中で通じ合っている子どもたち。こちらが伝えるよ

りも子ども同士の方がはるかに伝わることも多くあります。だからこ

そ、子どもを信じて、子どもにゆだねるという場面が、学習への深ま

りを含め、子どもの育ちにおいてとても重要であることを感じます。 

朝夕の空気に、ようやく秋の気配が感じられるようになってきまし

た。校庭に吹く風も、どこかやさしく、涼しさの中に季節の移ろいを

感じさせてくれます。そのような中、今、子どもたちは、10月 18日

（土）に予定している「スポーツフェスタ」に向けて練習を重ねてい

ます。子どもたち一人ひとりがこの行事を通して何を学び、自身の成

長につなげていくのか。「子どもは、子ども同士の関係性の中で学び合

い、育ち合う」。このことを大切にして、子どもたち一人ひとりにとっ

て意味のあるスポーツフェスタになるよう見守り、支援してまいりま

す。保護者の皆さま、地域の皆さまには、ぜひ、当日は子どもたちの

姿を温かく見守っていただければ幸いです。 

今月もどうぞご支援、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 


